
主催 全国高齢者施設看護師会（大阪市中央区伏見町 4-4-9-3 階） 
   

☎06-6366-9253（月～金：9時～18時）Fax050-3153-2005 

 

■栄養科・管理栄養士様 

対面・配信セミナーのご案内、ご回覧頂ければ幸いです。 
 

※単位認定(HP参照)：日本栄養士会／日本摂食嚥下リハビリテーション学会／日本認知症ケア学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「傾き」「ずり落ち」食事の不良姿勢に有効なシーティング

開催地 日程 部 時間 会場 

東京 7 月 19 日(火) 
第 1 部 9:30～12:40 戸山サンライズ 

（地下鉄・早稲田駅） 第 2 部 13:25～16:35 

大阪 7 月 20 日(水) 
第 1 部 

同上 
大阪私学会館 

（京橋駅） 第 2 部 

配信 
8 月 2 日(火) 第 1 部 9:30～12:40 または 18:50～22:00 を選択 全国  

※専用ソフトは不要 8 月 6 日(土) 第 2 部 同上 

“口を開けない”  

東京 7 月 18 日(月・祝) 
第 1 部 9:30～12:40 

戸山サンライズ 
第 2 部 13:25～16:35 

大阪 7 月 24 日(日) 
第 1 部 

同上 大阪私学会館 
第 2 部 

★配信 
8 月 12 日(金)  第 1 部 9:30～12:40 または 18:50～22:00 を選択 全国  

※専用ソフトは不要 8 月 16 日(火) 第 2 部 同上 

 

東京 8 月 31 日(水) 
第 1 部 9:30～12:40 

戸山サンライズ 
第 2 部 13:25～16:35 

大阪 8 月 8 日(月) 
第 1 部 

同上 大阪私学会館 
第 2 部 

配信 
9 月 8 日(木) 第 1 部 9:30～12:40 または 18:50～22:00 を選択 全国  

※専用ソフトは不要 9 月 12 日(月) 第 2 部 同上 

1 名分の受講料 ■各部（3時間の講義）につき、4,900円＋資料代 600円 

団体割引をご利用ください。3名で３%割引・5名で5%割引 

 ・一つの部のみでも受講できます。／・対面と配信の組み合わせ申込みも可 

■お申込み方法 

下記「団体名」を検索、次にホームページ内の左列にある「勉強会&DVDのお申込み」をクリック 
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①“無理やり”押し込まない 

食形態を変更するタイミング 
 
・変更を“段階的”に行うポイント 

・“ランクアップ”は運動機能の向上と共に 
 

②「自己流ではない、“医学的根拠”に基づいた」 

嚥下調整食分類・新基準 2021 を用いた”観察と判断“ 
 
分類1ｊ ：舌の前後運動で飲み込む 

分類2 ：舌の前後運動、頬部の寄せで飲み込む 等 

 
 

 
 
 
 
 
③食事姿勢、体幹と頸で口腔機能が変わる  
 
・”円背や骨盤の後傾“のケース 
 
・”リクライニング位”のケース 等 
 

④実技演習 

食事介助“手技”の習得 
 
・”身を乗り出して食べてもらう“ 
ケース 
￥ 

・”開口困難“なケース 
 

 
 
 

  
 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 牧野 日和氏 愛知学院大学 歯学博士・言語聴覚士／★著書「最期まで口から食べるために」❶・❷巻 

 

“最期まで口から食べる”    

 

 ■第一部 

 

■第二部 
 

 

 

「傾き」・「ずり落ち」食事の“不良姿勢”に有効なシーティング 

 

“身近な物”を工夫し「むせや誤嚥」を防ぐ安楽な食姿勢を学ぶ！ 
 

■第一部  

・「食べるたびに“むせ込む”…」ケース 
 

・「ずり落ち」が多い／・「円背」が強い 
 

■第二部  

・クッションを入れても「横に傾く…」  
・「片マヒ」の人 ケース／・“寝たきり”でリクラニング ケース 

 

講師 大渕 哲也氏 理学療法士／★著書「座位が変われば暮らしが変わる」など 

「食べてもらいたい…」 

“口を開けない”  

■第一部  

なぜ…？“食思不振の原因”を見極める 

 

■第二部  
 

「“無理”やり押し込まない…」 
  

“口から食べられる” 

具体的な食支援 

アプローチ 

アルツハイマー型認知症 

レビー小体型認知症 

・「口の中に入れると、吐き出す」 

〇主に「後頭葉」からひも解く 

 

前頭側頭型認知症 

 
・「かき込み、つめ込む」 

〇主に「前頭葉」からひも解く 

 

・牧野式 

「食の構造化モデル」を基に 

アセスメントから実践 

 

・「嚥下は正常なのに…拒否する」 

・「ため込み、飲み込まない」 
 

〇主に「頭頂葉」からひも解く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プログラムを無断で複製・転載することは著作権法で禁じられています 。 


